
MACF 礼拝説教要旨 

2025 年 3 月 2 日 

 

「テモテとエパフロディト」 

フィリピの信徒への手紙 2 章 19 節ー30 節 

19 さて、わたしはあなたがたの様子を知って力づけられたいので、 

間もなくテモテをそちらに遣わすことを、主イエスによって希望しています。 

 20 テモテのようにわたしと同じ思いを抱いて、親身になってあなたがたのことを 

心にかけている者はほかにいないのです。  
21 他の人は皆、イエス・キリストのことではなく、自分のことを追い求めています。   

22 テモテが確かな人物であることはあなたがたが認めるところであり、 

息子が父に仕えるように、彼はわたしと共に福音に仕えました。  
23 そこで、わたしは自分のことの見通しがつきしだいすぐ、テモテを送りたいと 

願っています。 24 わたし自身も間もなくそちらに行けるものと、 

主によって確信しています。 

25 ところでわたしは、エパフロディトをそちらに帰さねばならないと考えています。 

彼はわたしの兄弟、協力者、戦友であり、また、あなたがたの使者として、わたしの窮乏の

とき奉仕者と 

なってくれましたが、 26 しきりにあなたがた一同と会いたがっており、自分の病気があな

たがたに知られたことを 

心苦しく思っているからです。 27 実際、彼はひん死の重病にかかりましたが、神は彼を憐

れんでくださいました。 

彼だけでなく、わたしをも憐れんで、悲しみを重ねずに済むようにしてくださいました。  
28 そういうわけで、大急ぎで彼を送ります。あなたがたは再会を喜ぶでしょうし、わたしも悲

しみが和らぐでしょう。  
29 だから、主に結ばれている者として大いに歓迎してください。そして、彼のような人々を

敬いなさい。  
30 わたしに奉仕することであなたがたのできない分を果たそうと、彼はキリストの業に命を

かけ、死ぬほどの目に遭ったのです。 

＊＊＊＊ 

2 章の後半にはテモテとエパフロディトという二人の名前がでてきます。テモテはパウロと 

テモテについては 

1）同じ思いを持ち、キリストへの愛を持ち 

2）同じ対象への愛を持ち 

3）パウロの弟子として、息子のように従順に生きた 

人だったことがわかります。 



テモテはパウロよりもずいぶん若い人だったようですが、父はギリシャ人、母は 

ユダヤ人でクリスチャン、おばあさんもクリスチャンでした。小さい時から聖書による 

教育を受けてきた人でもありました。 

パウロは彼を愛し、彼に按手し、2 回目の宣教旅行に彼を連れて行きました。 

パウロが書いたテモテへの手紙第二 1 章にこう書かれています。 

3 わたしは、昼も夜も祈りの中で絶えずあなたを思い起こし、先祖に倣い清い良心をもって仕

えている神に、感謝しています。  
4 わたしは、あなたの涙を忘れることができず、ぜひあなたに会って、喜びで満たされたいと

願っています。 

 5 そして、あなたが抱いている純真な信仰を思い起こしています。その信仰は、まずあなたの

祖母ロイスと母エウニケに宿りましたが、それがあなたにも宿っていると、わたしは確信してい

ます。  
6 そういうわけで、わたしが手を置いたことによってあなたに与えられている神の賜物を、再

び燃えたたせるように勧めます。 

7 神は、おくびょうの霊ではなく、力と愛と思慮分別の霊をわたしたちにくださったのです。  
8 だから、わたしたちの主を証しすることも、わたしが主の囚人であることも恥じてはなりませ

ん。むしろ、神の力に支えられて、福音のためにわたしと共に苦しみを忍んでください。 

＊＊ 

パウロにとって、自分の身の回りの世話をしたり、一緒に人に会って福音を 

分かち合ったりすることを喜んでくれるテモテは本当に嬉しい存在だったと思います。 

しかも、彼の心にはイエス様への信仰ばかりではなく、パウロが大切にしているフィリピを始

めいくつかの教会の人たちのことをパウロと同じ心で大切に感じておりパウロが彼らのため

に祈ったり、語ったりすることをテモテは喜んで聞き、同じようにその地域の教会の人たちのこ

とを愛し、親身になって心配していたのです。 
 

さて、フィリピの信徒への手紙の中で、テモテについてパウロは 

 

「イエス・キリストを求めており、フィリピの人たちに対してパウロと同じ思いを抱いて、親身に

なっている」と書きました。テモテは、常に、イエス様の教えと生き方を大切に考え、イエス様

が喜ぶことを喜びつつ生きたいと願いつついる人でした。 

同時に、「信仰内容について誰かと同じ思いを抱き、親身になって誰かの心配をする、支援を

する」という出来事はとても重要なことだと思います。パウロはテモテの中にそういう成熟しつ

つある意識を見出していたと思います。 

誰かと同じ思いになり、親身になって互いのことも、誰かのことも心の中に大切に保持する。

テモテにはそれができる人だということをパウロは誇らしく思っています。 



私たちは、誰かのために親身になって心配したり、祈ったり、励ましたり、支えたりという意識

は心に育っているでしょうか。 

 

エパフロディトはフィリピの教会からの依頼を受け、パウロに贈り物を届ける役割を担った人

です。ただ、彼は途中で病気になり、しかも深刻な危篤状態になってしまい、なんとなくフィリ

ピの教会の仲間たちに対して気持ちが折れてしまったようです。 

自分が託された役割を果たして、きちんと執行できたのかどうかフィリピの人たちに伝える術

もなく気まずい気分になっていたのだと思います。でも、パウロは間違いなくエパフロディトか

ら贈り物を受け取りました。 

そして、パウロは手紙の中にテモテのことばかりでなく、エパフロディトについても特別な呼び

方で存在を喜んでいることを伝えています。 

パウロは 

「彼はわたしの兄弟、協力者、戦友であり、また、あなたがたの使者として、わたしの窮乏のと

き奉仕者となった」存在だと書いているのです。 

パウロから、こういう呼び方で認められたら本当に嬉しく感じたと思います。 

 

自分が本当に行き詰まるほど深刻な状況に置かれている時、「祝福の心を届けて」くれる人

の存在は大きな喜びです。それは「品物」「お金」だけでなく、その「心」が嬉しいのです。 

エパフロディトにはそれがありました。ただ、途中で病気になってしまったことで、その心がど

のように受け止められているのか不安な思いがあったと思います。 

でも、パウロとの関係は「兄弟」「協力者」「戦友」「奉仕者」と呼んではばからないほど 

嬉しい関係になりました。獄中生活は決して楽しいものではなく、孤独、孤立、遮断、などによ

る気持ちの落胆は深刻だったと思います。そういう状況の中で、まさに神様からの愛として 

エパフロディトがフィリピの教会からのプレゼントを届けてくれたわけですから、それは嬉しか

ったと思います。 

その役割を担うことになったエパフロディトは、パウロの喜びに出会って、心が踊るほど嬉し

かったと思います。 

それはエパフロディトだけが直接、体験できた祝福だったのです。 

そういう役割による祝福を経験したことはありますか？ 

 

これらの役割を託され、これらの生き方を喜びとしている人たちを尊敬しなさいとパウロは勧

めています。 

＊＊ 

MACF 礼拝映像はこちらです。 

https://youtu.be/92BuUvv0_mk 
 

https://youtu.be/92BuUvv0_mk


聖餐式のための映像もついていますので、イエス様を信じ、聖餐式を希望する方は 

パンとジュースをご用意ください。 

 

 


